
No.75
2014.12岡山大学広報誌icho namiki

特集
Special Section

ス
ー
パー
グ
ロ
ー
バル
大
学
と
し
て

世
界
で
活
躍
で
き
る

『
実
践
人
』の
育
成へ

︱
国
際
化
に
向
け
た
大
学
改
革
の
加
速
と
強
化
︱

● 岡山大学から世界へ、グローバルに活躍する卒業生
　　　　　　　小玉　健 さん　岡山県産業労働部観光課

副参事　　　　　　　

● 研究室訪問 仁科　勇太 異分野融合先端研究コア・准教授
● きらり岡大生 澤　晃太郎 グローバル人材育成特別コース　（工学部機械システム系学科2年）

● 資源植物科学研究所 100 周年 記念式典開催
● まちづくりの拠点に 「西川アゴラ」開所 
● ESD 特集／岡山大学が取り組む ESD

● News＆Topics　大学の動き／研究・臨床成果
● 新たな憩いの場「J テラス」誕生
● 卒業生らと交流深めるホームカミングデイ開催

新たな憩いの場「Jテラス」
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教
育
担
当

岡山大学は今年９月、文部科学省の「スーパーグロー
バル大学創成支援」事業の支援対象機関に採択され
た。地域の国際化などを先導する役割も期待される
中、「PRIMEプログラム〜世界で活躍できる『実践人』
を育成する！〜」として、学生が教養力・語学力・専門
力の３基幹力を修得し、異分野・異社会・異文化の３
側面における経験を持てる教育を全学体制で推進。
教育、研究、組織のすべての面にわたって総合的な大
学改革を図り、世界トップステージで活躍できる人財
の育成に取り組む。スーパーグローバル大学構想を
いかに着実に実現していくか。キーパーソンとなる各
理事に意気込みや今後の展望について聞いた。

社
会
貢
献・

国
際
担
当

業
内
容
や
教
授
方
法
を
徹
底
し
て
見
直
す
必

要
が
あ
る
。
い
か
に
学
生
の
知
的
好
奇
心
を
喚

起
し
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持
た
せ
る
か
。
学
生

に
教
員
が
ど
う
向
き
合
う
か
が
鍵
と
な
る
だ
ろ

う
。 

　

入
試
制
度
改
革
も
大
き
な
課
題
。
岡
山
大

学
が
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
入
試
は
、
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
や
発
想
の
重

視
、
多
面
的
で
総
合
的
な
能
力
を
測
る
入
学
者

選
抜
の
考
え
方
を
牽
引
す
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。
２
０
１
７
年
度
に
は
既
存
の
マ
ッ
チ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス
に
留
学
生
枠
を
加
え
た
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス
を

新
設
し
、
将
来
的
な
新
学
部
等
へ
の
発
展
も
視

野
に
入
れ
た
い
。
総
合
的
な
英
語
能
力
を
測
る

た
め
に
、
外
部
検
定
試
験
も
活
用
し
た
い
。
今

の
時
代
を
ど
う
認
識
し
、
大
学
教
育
を
展
開
し

て
い
く
か
。
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟

な
発
想
を
取
り
入
れ
て
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
教
育

改
革
を
進
め
た
い
。

　

社
会
が
最
終
的
に
必
要
と
し
て
い
る
人
間
像

は
昔
も
今
も
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
が
、
今
は

大
学
卒
業
時
点
で
即
戦
力
と
な
る
人
財
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
大
学
は
こ
う
し
た
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
践
の
現

場
で
適
切
な
判
断
を
く
だ
す
こ
と
が
で
き
る

「
実
践
人
」
た
る
学
生
を
育
て
る
に
は
、
学
生

自
身
が
地
域
や
企
業
、
国
際
社
会
な
ど
幅
広
い

現
場
に
接
す
る
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
が
重
要
。

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
に
採
択
さ
れ
た
か

ら
特
段
に
新
し
い
取
り
組
み
を
す
る
と
い
う
よ

り
も
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
の
原
点
に
立
ち
戻
る

こ
と
だ
と
と
ら
え
て
い
る
。 

　

大
学
は
学
び
合
う
人
た
ち
が
集
ま
る
場
で
あ

り
、
学
び
の
主
語
は
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
教

員
も
含
ま
れ
る
。
２
０
１
６
年
度
か
ら
全
学
部

で
60
分
授
業
と
ク
ォ
ー
タ
ー
制
を
導
入
し
、
学

生
に
と
っ
て
は
授
業
時
間
が
１・
３
倍
に
な
る

な
ど
集
中
し
て
し
っ
か
り
と
学
べ
る
環
境
が
整

う
。
一
方
で
教
員
に
と
っ
て
は
既
存
科
目
の
授

スーパーグローバル大学として

世界で活躍できる
『実践人』の育成へ

原
点
か
ら
未
来
へ
！ 

し
っ
か
り
学
び
、学
ば
せ
、学
び
あ
う

許
　
南
浩 

理
事

Executive D
irector 

● Education 

―国際化に向けた大学改革の加速と強化―

ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
内
に
新
設
し
た
リ

エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
と
協
力
し
て
学
生
の
海
外

派
遣
と
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

　

グ
ロ
ー
バ
ル
実
践
知
を
修
得
す
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
展
開
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
教

育
開
発
セ
ン
タ
ー
や
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
は
必
須
。
学
部
段
階
か
ら
留
学
生
を

受
け
入
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
コ
ー
ス
の
取
り
組
み
も
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
抜
き
に
充
実
は
図
れ
な

い
。
さ
ら
に
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
が

４
０
０
０
人
近
く
お
り
、
大
学
関
係
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
る
卒
業
生
も
多
く
、
留
学
生
の
誘

致
も
期
待
で
き
る
。
国
際
同
窓
会
支
部
や
海
外

事
務
所
を
拡
大
し
、
岡
山
大
学
の
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
国
際
連
携
所
を

増
設
し
な
が
ら
、
海
外
拠
点
の
拡
充
に
も
力
を

入
れ
た
い
。

　

大
学
の
国
際
化
の
た
め
に
は
留
学
生
・
外
国

人
研
究
者
の
受
け
入
れ
や
派
遣
を
増
や
す
こ
と

が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
組
織
体
制
や
制
度
的

保
証
の
整
備
が
必
要
に
な
る
。
留
学
生
受
け
入

れ
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し
て
、国
際
セ
ン
タ
ー

を
改
組
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
を

設
置
し
た
。
大
学
院
に
進
学
す
る
留
学
生
の
予

備
教
育
を
行
う
大
学
院
予
備
教
育
特
別
コ
ー
ス

（
プ
レ
マ
ス
タ
ー
）
も
開
設
し
た
。
ま
た
、
国
際

交
流
事
業
の
企
画
・
運
営
部
門
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
・
リ
ー
チ
を
新
設
し
、
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
留
学
生
獲
得
に
向
け
た
活
動
も
強
化
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
留
学
生
受
け
入

れ
の
宿
舎
・
奨
学
金
の
拡
充
に
も
取
り
組
む
。 

　

日
本
人
学
生
の
海
外
留
学
増
加
に
向
け
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
特
別
コ
ー
ス
の
学
生
数
を

来
年
度
か
ら
倍
増
す
る
。
岡
山
大
学
短
期
交

換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
E
P
O
K
）
の
拡
大
や

協
定
校
の
開
拓
は
も
ち
ろ
ん
、
各
部
局
に
も
グ

Executive D
irector 

● 
Social Responsibility and International A

ffairs  

地
域
に
深
く
根
差
し 

世
界
の
学
生
が
集
う
キ
ャ
ン
パ
ス
の
創
成

荒
木
　
勝 

理
事
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財
務・施
設
担
当

企
画・総
務
担
当

スーパーグローバル大学として 
世界で活躍できる『実践人』の育成へ

研
究
担
当

川
緑
道
公
園
一
帯
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
念
頭
に
学

生
や
市
民
ら
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
学
外
拠
点
「
西
川
ア
ゴ
ラ
」
を
開
設
し

た
。
実
践
型
社
会
連
携
教
育
を
進
め
る
う
え
で

も
こ
う
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
て
い
く
こ
と

は
大
切
で
あ
り
、
行
政
や
地
域
、
企
業
、
他
大

学
な
ど
と
の
連
携
は
欠
か
せ
な
い
。 

　

一
方
で
、
環
境
整
備
に
は
財
源
も
必
要
。
岡

山
大
学
の
社
会
へ
の
貢
献
度
を
目
に
見
え
る
形

に
し
、
国
や
民
間
企
業
か
ら
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
大
学
の
先
導
的
モ
デ

ル
と
な
る
よ
う
な
大
学
を
目
指
し
た
い
。

て
海
外
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。
職
員
の

能
力
開
発
は
国
際
交
流
協
定
校
な
ど
と
の
情
報

交
換
や
交
渉
に
必
須
。
留
学
生
が
増
え
た
際
に

留
学
生
と
日
常
的
に
接
す
る
の
は
職
員
で
あ
り
、

語
学
力
を
高
め
な
け
れ
ば
職
務
を
全
う
で
き
な

い
状
態
に
な
り
か
ね
な
い
。 

　

昨
年
、
文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
国
立
大
学

改
革
プ
ラ
ン
で
は
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も

重
視
さ
れ
る
。
学
長
以
下
、
執
行
部
、
各
部
局

の
方
向
性
が
ば
ら
ば
ら
で
は
改
革
は
進
ま
な
い

わ
け
で
、
執
行
部
と
部
局
間
の
連
携
の
向
上
に

向
け
て
第
三
者
評
価
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

充
実
も
重
要
。
ま
た
、
今
の
時
代
に
対
応
し
た

改
革
推
進
に
は
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人

材
も
必
要
で
、
外
部
か
ら
積
極
的
に
雇
用
す
る

予
定
だ
。
教
職
員
の
意
識
を
変
え
る
た
め
に
は
、

今
あ
る
環
境
を
変
え
、
改
革
の
必
要
性
を
感
じ

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
国
際

化
に
向
け
た
組
織
改
革
を
10
年
間
で
段
階
的
に
、

着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

留
学
生
の
受
け
入
れ
を
増
や
し
、
彼
ら
に
安

心
し
て
大
学
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
に
は
宿
舎

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
留
学

生
と
日
本
人
学
生
混
住
型
の
国
際
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
の
建
設
を
計
画
中
で
、
来
年
度
に
は
着
工
し
、

２
０
１
６
年
度
か
ら
は
入
居
を
開
始
す
る
予
定

だ
。
生
活
面
だ
け
で
な
く
、
教
育
環
境
と
い
う

観
点
で
は
「L-café

（
エ
ル
・
カ
フ
ェ
）」
や

附
属
図
書
館
内
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
よ

う
な
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
交
流
で
き
る
居

心
地
の
よ
い
空
間
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。 

　

た
だ
、
教
育
環
境
は
岡
山
大
学
の
中
だ
け
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
岡
山
市
中
心
部
・
西

　

教
員
の
人
事
制
度
改
革
と
教
職
員
の
国
際
化

が
大
き
な
テ
ー
マ
。
人
事
制
度
改
革
の
柱
と
し

て
導
入
す
る
教
員
の
年
俸
制
に
よ
り
、
教
員
・

研
究
者
の
活
動
が
活
性
化
し
、
優
れ
た
民
間
研

究
者
や
外
国
人
教
員
も
招
致
し
や
す
く
な
り
、

大
学
全
体
と
し
て
研
究
・
教
育
の
質
の
向
上
に

つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
異
分
野
融
合
先
端
研
究
コ

ア
を
起
点
と
し
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
を
未
導

入
部
局
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
若
手
女
性
研

究
者
の
確
保
・
育
成
を
目
指
し
た
ウ
ー
マ
ン
・

テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
の
推
進
に
よ
っ
て
女

性
教
員
比
率
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

執
行
部
に
お
け
る
女
性
の
割
合
を
高
め
、
大
学

運
営
に
よ
り
多
様
な
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と

も
必
要
で
あ
ろ
う
。 

　

教
職
員
の
国
際
化
に
向
け
て
は
、
外
国
人
教

職
員
や
海
外
経
験
を
有
す
る
日
本
人
教
職
員
比

率
を
高
め
、
海
外
経
験
な
ど
の
国
際
通
用
性
に

関
す
る
評
価
項
目
の
ウ
エ
イ
ト
も
上
げ
て
い
く
。

ま
た
、
職
員
に
は
外
国
語
能
力
ア
ッ
プ
に
向
け

Executive D
irector 
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Planning and General A

ffairs  

世
界
が
認
め
る 

教
育
研
究
環
境
の
実
現
を
目
指
す

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
刷
新
と 

継
続
的
組
織
改
革
に
よ
る
持
続
的
発
展

門
岡
　
裕
一 

理
事

阿
部
　
宏
史 

理
事

加
え
、
文
部
科
学
省
の
橋
渡
し
研
究
加
速
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拠
点
や
、
厚
生
労
働

省
の
臨
床
研
究
中
核
病
院
整
備
事
業
に
採
択
さ

れ
て
お
り
、
研
究
の
推
進
体
制
が
整
っ
た
と
言

え
る
。
岡
山
大
学
の
強
み
を
生
か
し
た
異
分
野

融
合
研
究
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
に
は
医
療

工
学
分
野
の
強
化
が
欠
か
せ
な
い
。
来
年
度
に

は
自
然
科
学
研
究
科
に
生
命
医
用
工
学
専
攻
を
、

２
０
１
８
年
度
に
は
全
学
体
制
で
国
際
医
療
生

体
工
学
研
究
科
を
設
置
す
る
予
定
で
、
新
た
な

学
部
の
立
ち
上
げ
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
世

界
レ
ベ
ル
の
水
準
に
あ
る
研
究
力
で
岡
山
大
学

の
名
前
を
高
め
、
国
際
化
の
進
ん
で
い
る
研
究

領
域
を
牽
引
力
と
し
て
ほ
か
の
領
域
の
国
際
化
、

底
上
げ
を
図
り
た
い
。

　

岡
山
大
学
は
昨
年
、
文
部
科
学
省
の
研
究
大

学
強
化
促
進
事
業
の
支
援
対
象
機
関
に
採
択
さ

れ
た
。
最
先
端
の
研
究
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開

し
、
岡
山
大
学
の
研
究
レ
ベ
ル
を
世
界
の
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
最
大
の

目
的
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
最
先
端
異
分
野
融

合
研
究
機
構
を
中
心
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引

き
起
こ
す
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
今
後

は
“
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
大
学
”
と
し

て
、
人
文
学
、
社
会
科
学
、
自
然
科
学
、
医
歯

薬
学
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
と
総

合
力
を
世
界
レ
ベ
ル
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
岡
山
大
学
の
レ
ピ
ュ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
ビ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
向
上
に
よ
り
い
っ

そ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

　

岡
山
大
学
は
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
に

最
先
端
異
分
野
融
合
研
究
で
輝
く 

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
大
学
へ

Executive D
irector 

● Research  

山
本
　
進
一 

理
事

　
11
月
24
日
、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
に
て
、キ
ッ

ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
文
部
科
学

省
顧
問
・
木
村
孟
氏
よ
り
「
今
、
何
故
、
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
か
」
と
題
し
て
基
調
講
演
、
続
い
て
岡

山
県
知
事
・
伊
原
木
隆
太
氏
、
一
般
財
団
法
人 

岡
山

経
済
同
友
会
代
表
幹
事
・
松
田
久
氏
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
を
岡
山
で
ど
の
よ
う
に
育
成
す
る
か
、
岡
山
大

学
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
谷
口
秀
夫
理
事
（
大
学
改
革
担
当
）
よ
り
事
業
構

想
の
紹
介
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
森

田
潔
学
長
、
木
村
氏
、
伊
原
木
氏
、
松
田
氏
ら
が
「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
“
実
践
人
”
を
育
て
る
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
地
域
の
方
々
、
企
業
関
係
者
、
高
等
学
校

や
大
学
関
係
者
、
本
学
教
職
員
ら
約
２
０
０
人
が
参
加

し
、
登
壇
者
の
発
表
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

岡山大学「PRIMEプログラム」
〜世界で活躍できる『実践人』を育成する！〜
キックオフシンポジウムを開催

今後への意気込みを語る森田学長文部科学省顧問・木村氏

一般社団法人 岡山経済同友会
代表幹事・松田氏

谷口理事より岡山大学の事業構想の紹介

パネルディスカッションで発言する 
岡山県知事・伊原木氏



岡
山
と
海
外

つ
な
ぐ
一
助
に
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岡山県庁に入庁して以来、
主に国際関係の業務に携わってきた。
現在は、外国人観光客誘致を担当。
岡山を海外に売り込もうと奮闘する。

小 玉 　 健

 岡山大学から世界へ、グローバルに活躍する卒業生 �

K O D A M A 　 T a k e s h i

　シドニー事務所時代▶︎

チュニジア国家観光局の担当者に説明する小玉さん︎▲

▶こだま　たけし　（45歳）
◦昭和43年 　岡山市生まれ
◦昭和62年 　岡山大学法学部入学
◦平成３年 　岡山大学大学院法学研究科入学
◦平成６年 　岡山県庁入庁
◦平成10年 　知事室 公聴広報課
◦平成14年 　自治体国際化協会（CLAIR）東京本部
◦平成15年 　自治体国際化協会（CLAIR）シドニー事務所
◦平成17年 　企画振興部 国際課
◦平成20年 　産業労働部 産業企画課（経済国際化推進班）
◦平成22年 　美作県民局 税務部 収税課
◦平成24年 　総務部 税務課（特別徴収班）
◦平成26年 　産業労働部 観光課（海外誘客班）

所 在 地：�岡山市北区内山下２丁目４番６号
事業内容：�産業、観光、文化など、岡山県の

各種施策の企画・許認可事務ほか
職 員 数：�24,862人（平成26年４月１日現在）

■岡山県庁

■ 

糧
に
なった
海
外
勤
務

　
学
生
時
代
、
法
律
を
学
ん
で
い
た
私

が
、
県
庁
で
〝
国
際
畑
〟
を
歩
む
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
一
般
財
団
法
人
「
自

治
体
国
際
化
協
会
」（
C
L
A
I
R
）

へ
の
出
向
が
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。　

　
同
法
人
は
、
国
内
自
治
体
の
海
外
で

の
経
済
活
動
支
援
や
、
姉
妹
都
市
交
流

の
橋
渡
し
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
各
都

道
府
県
の
ほ
か
、
海
外
に
７
カ
所
の
拠

点
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

本
部
（
東
京
）
で
の
勤
務
を
経
て
、

２
０
０
３
年
か
ら
２
年
間
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
事
務
所
に
い
ま
し

た
。
自
然
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
の

あ
る
同
国
で
す
が
、
実
は
砂

漠
が
広
く
、
緑
が
あ
る
の

は
沿
岸
部
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
貴
重
な
自
然

を
後
世
に
残
す
た
め
、

ご
み
の
削
減
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
環

境
保
全
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

先
進
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
同
国
の
視
察
を
希
望
す
る
自

治
体
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
岡
山
県
と

姉
妹
提
携
を
結
ぶ
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

州
に
、
県
関
係
者
が
訪
れ
た
際
に
ガ
イ

ド
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。
海
外
で
の
出

会
い
や
経
験
が
、
今
の
自
分
の
糧
に
な

り
ま
し
た
。

■ 「
O
K
A
Y
A
M
A
」
を
海
外
に

　

出
向
以
降
は
、
国
際
課
や
産
業
企

画
課
経
済
国
際
化
推
進
班
な
ど
、
海

外
に
携
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
し

て
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
観
光
課

で
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

国
内
外
で
開
か
れ
る
海
外
の
旅
行

業
者
を
対
象
に
し
た
商
談
会
に
参
加
。

ブ
ー
ス
を
設
け
て
、
県
の
魅
力
を
P
R

す
る
の
で
す
が
、
日
本
の
地
方
都
市

の
一
つ
で
あ
る
「
O
K
A
Y
A
M
A
」

を
売
り
込
む
の
は
、
た
や
す
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の
外

国
人
観
光
客
が
ま
ず
訪
れ
た
い
の
は
、

東
京
、
京
都
、
大
阪
と
い
っ
た
大
都

市
だ
か
ら
で
す
。

　
観
光
で
関
心
を
持
つ
ポ
イ
ン
ト
も
、

各
国
で
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
中
国
、

東
南
ア
ジ
ア
の
方
は
、
果
物
狩
り
が

好
き
な
の
で
、
桃
狩
り
が
で
き
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
。
欧
米
の
方
は
歴
史

的
な
も
の
を
好
む
傾
向
が
あ
る
の
で
、

伝
統
工
芸
や
祭
り
を
紹
介
す
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
売
り
込
み
を
し

て
い
ま
す
。

■ 

郷
土
の
魅
力
を
再
発
見

　

視
察
で
県
に
訪
れ
た
海
外
の
旅
行

業
者
、
観
光
担
当
者
ら
の
案
内
も
行
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
思
い
が
け
な
い
反

応
が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
先
日
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
国
家
観
光
局

の
担
当
者
か
ら
倉
敷
・
美
観
地
区
の
感

想
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
観
光
地
な
の

に
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
保
た
れ
て

い
る
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。
他
国
の

観
光
地
は
大
勢
の
観
光
客
が
集
ま
る
と
、

ど
う
し
て
も
雑
然
と
し
た
印
象
に
な
る

と
の
こ
と
で
し
た
。〝
海
外
の
目
〟
を

通
し
て
、
郷
土
の
魅
力
を
再
認
識
し
た

り
、
新
た
な
発
見
が
で
き
る
の
が
、
こ

の
仕
事
の
醍
醐
味
で
す
。

　
私
の
役
割
は
「
変
圧
器
」
に
な
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
電
圧
は
日
本

と
海
外
で
基
準
が
異
な
る
た
め
、
変
圧

器
が
な
け
れ
ば
故
障
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
じ
で
、
海
外
か
ら
の
ニ
ー
ズ

に
耳
を
傾
け
た
り
、
逆
に
岡
山
の
売
り

を
外
国
人
に
分
か
る
よ
う
に
伝
え
る
な

ど
、
双
方
を
調
整
す
る
の
が
、
私
の
仕

事
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
岡
山
と
海
外
を

円
滑
に
つ
な
ぐ
た
め
の
一
助
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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NISHINA YUTA （30歳）
▶1984年　岡山県笠岡市生まれ 
▶2008年　日本学術振興会 特別研究員（DC２） 
▶2008年　マサチューセッツ工科大学 Visiting Scientist 
▶2008年　神戸大学大学院理学研究科 特別研究生 
▶2010年　岡山大学大学院自然科学研究科博士後期課程修了 
▶2010年　岡山大学異分野融合先端研究コア 助教（特任） 
▶2014年　岡山大学異分野融合先端研究コア 准教授

仁 科 勇 太

「高度な知の創成と的確な知の継承」—。
岡山大学の理念のもとに教育・研究を展開する

個性あふれる教員たち。研究室を訪ねる。

研究室
訪問

W E L C O M E  T O  M Y  S E M I N A RR E S E A R C H E R

異分野融合先端研究コア・准教授

用
で
、
達
成
度
を
満
た
さ
な
け
れ
ば

本
採
用
に
移
行
さ
れ
な
い
。
４
年
の

間
に
論
文
な
ど
で
結
果
を
残
し
、
今

年
４
月
、
29
歳
の
若
さ
で
、
准
教
授

に
な
っ
た
。 

　

現
在
は
、
高
価
な
グ
ラ
フ
ェ
ン
素

材
の
大
量
生
産
技
術
を
研
究
。
同
素

材
の
特
性
を
活
か
し
、
水
溶
液
に
分

散
さ
せ
て
潤
滑
剤
に
し
た
り
、
固
体

に
し
て
電
池
や
触
媒
の
材
料
に
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
へ
の
応
用

研
究
も
進
め
る
。

異
分
野
融
合
へ
の
歩
み�

　

化
学
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け

は
、幼
少
時
に
見
た
〝
魔
法
の
薬
〟
だ
。

化
学
系
の
企
業
の
技
術
職
を
し
て
い

た
父
親
か
ら
も
ら
っ
た
透
明
な
液
体
。

ほ
か
の
液
体
と
混
ぜ
る
と
、
鮮
や
か

な
赤
色
に
変
化
し
た
。
原
理
は
わ
か

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
時
の
わ

く
わ
く
し
た
気
持
ち
は
、
今
で
も
覚

え
て
い
る
。 

　
「
大
好
き
だ
っ
た
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
大

き
く
膨
ら
ま
せ
る
た
め
、
せ
っ
け
ん

水
に
砂
糖
や
シ
ャ
ン
プ
ー
を
入
れ
た

り
も
し
た
」。
知
的
好
奇
心
が
旺
盛
な

の
は
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
だ
。 

　

大
学
時
代
は
他
学
科
の
教
授
の
研

究
補
助
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。

こ
の
経
験
が
、「
異
分
野
を
知
る
こ

と
で
、
見
識
を
深
め
る
」
と
い
う
自

身
の
研
究
ス
タ
イ
ル
の
礎
に
な
っ
た
。

社会に役立つ研究を目指し、
未知の分野に挑戦

さまざまな分野の若手研究者が集う
「異分野融合先端研究コア」（津島キャンパス）。 

その一員である仁科准教授は、新素材の可能性を見いだした。
新たなイノベーション創出へ向け、研究は加速する。

「
学
科
の
勉
強
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い

こ
と
を
教
わ
り
、視
野
が
広
が
っ
た
」。 

　
〝
第
一
人
者
〟
で
あ
る
教
授
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
た
こ
と
も
、「
貴
重
な

経
験
だ
っ
た
」
と
言
う
。
指
導
す
る

立
場
に
な
っ
た
今
、
研
究
室
を
訪
れ

る
学
生
と
積
極
的
に
対
話
。
培
っ
て

き
た
知
識
と
経
験
を
自
分
の
言
葉
で

伝
え
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。

可
能
性
を
探
る�

　

12
年
に
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

を
立
ち
上
げ
た
。
一
般
企
業
で
は
、

入
手
し
づ
ら
い
グ
ラ
フ
ェ
ン
素
材
を

サ
ン
プ
ル
販
売
。
性
能
を
知
っ
て
も

ら
い
、
工
業
材
料
と
し
て
の
可
能
性

を
探
っ
て
も
ら
う
た
め
だ
。「
大
学
な

ら
で
は
の
知
見
、
技
術
を
社
会
に
活

か
し
た
い
。
い
つ
か
世
の
中
を
喜
ば

せ
る
、
人
の
役
に
立
つ
成
果
に
つ
な

が
れ
ば
」
と
夢
を
抱
く
。 

　

未
知
の
分
野
に
挑
む
研
究
は
、
時

と
し
て
思
い
通
り
に
進
ま
な
い
こ
と

も
あ
る
。
だ
が
、「
行
き
詰
ま
っ
た
時

こ
そ
、
胸
が
高
鳴
る
」
と
言
い
切
る
。

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
現
象
は
、
新

た
な
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら

だ
。 

　

幼
い
こ
ろ
味
わ
っ
た
、
あ
の
「
わ

く
わ
く
」
を
求
め
て
、
貪
欲
な
研
究

姿
勢
は
崩
さ
な
い
。

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト�

　

客
員
教
授
と
し
て
訪
ね
た
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
南
洋
理
工
大
学
の
研
究
室
。

無
造
作
に
置
か
れ
た
瓶
に
入
っ
た「
黒

い
液
体
」
と
の
出
合
い
が
、
研
究
人

生
を
大
き
く
変
え
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
た
。 

　

水
や
有
機
溶
媒
に
溶
け
、
合
成
、

反
応
が
容
易
に
で
き
る
︱
。
こ
の
液

体
が
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
と
直
感
し
た
。
約
２
カ
月
の
滞
在

中
、
基
礎
知
識
、
合
成
方
法
を
習
得

す
る
た
め
研
究
に
没
頭
。「
学
生
に

戻
っ
た
よ
う
に
、夢
中
に
な
っ
た
」と
、

当
時
を
振
り
返
る
。  

　

液
体
の
正
体
は
、
酸
化
グ
ラ
フ
ェ

ン
。
２
０
１
０
年
の
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
の
研

究
材
料
と
し
て
グ
ラ

フ
ェ
ン
は
有
名
と

な
っ
て
い
た
が
、
当

時
の
仁
科
准
教
授
に

は
、
あ
ま
り
な
じ
み
が

な
か
っ
た
。

基
礎
か
ら
応
用
ま
で�

　

優
秀
な
若
手
研
究
者
育
成
を
目
的

と
し
た
「
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
」
制

で
採
用
さ
れ
た
。
同
制
度
は
、
既
存

の
組
織
か
ら
独
立
し
た
「
異
分
野
融

合
先
端
研
究
コ
ア
」
で
、
独
自
の
研

究
に
専
念
で
き
る
が
、
期
限
付
き
採

酸化グラフェン▶︎
炭素原子と酸素原子を主として
含む 2 次元シート状の材料。触媒、
二次電池、透明導電膜、環境浄
化材、潤滑剤などの幅広い用途
への開拓が進められている。



09 きらり！岡大生澤　晃太郎
グローバル人材育成特別コース（工学部機械システム系学科２年）

S A W A  K O H T A R O

ICHO NAMIKI No.75●いちょう並木 9いちょう並木●No.75 ICHO NAMIKI 10

在学生紹介
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
特
技
…
。

学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す
る
岡
大
生
た
ち
。

そ
ん
な
き
ら
り
と
光
る
学
生
を
、

同
じ
学
生
の
目
線
か
ら
紹
介
す
る
。

  Okayama UniversityStudents of

同
コ
ー
ス
は
国
際
社

会
で
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
る
人
材
を
育

成
し
よ
う
と
、
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

英
語
力
養
成
、
海
外
研
修
・
留
学
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
全
学
部
生
が

履
修
で
き
、
１
期
生
は
澤
さ
ん
を
含
む

51
人
が
い
る
。

講
義
で
は
英
語
を
母
国
語
と
す
る
教

員
か
ら
、「
T
O
E
F
L
」
試
験
の
対
策

や
英
語
で
の
議
論
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
指
導
が
受
け
ら
れ
る
。
澤
さ
ん
は
、

入
学
当
時
、「
T
O
E
I
C
」
の
点
数
は

６
３
０
点
だ
っ
た
が
、
同
年
12
月
に
は
約

８
０
０
点
に
ま
で
伸
び
た
。

能
鑑
賞
や
地
場
企
業
の
見

学
と
い
っ
た
勉
強
も
あ
り
、

海
外
に
目
を
向
け
る
だ
け
で
な
く
、
自

国
の
歴
史
、
文
化
へ
理
解
を
深
め
る
こ

と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

文
理
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
、

「
人
と
は
違
う
大
学
生
活
を
送
り
た

い
」。
そ
ん
な
漠
然
と
し
た
思
い
か
ら
、

澤
晃
太
郎
さ
ん
（
工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム

系
学
科
）
は
、
当
時
新
設
さ
れ
た
ば
か

り
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
特
別
コ
ー

ス
を
履
修
し
た
。
英
語
は
決
し
て
得
意

科
目
で
は
な
か
っ
た
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
将
来
役
立
ち
そ

う
」
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。

学
科
の
学
生
が
在

籍
す
る
同
コ
ー

ス
。「
国
際
連
合

の
職
員
に
な
り
た

い
」「
海
外
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
地
域
に
貢
献
し

た
い
」
な
ど
、
高
い
志

を
持
つ
学
生
が
多
い
と
い

う
。「
夢
や
希
望
に
あ
ふ
れ
、
互
い
の

成
長
を
心
か
ら
尊
重
で
き
る
仲
間
と
の

交
流
が
一
番
の
刺
激
。
学
部
の
活
動
だ

け
で
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経

験
が
で
き
て
い
る
」
と
、目
を
輝
か
せ
る
。

昨
夏
、イ
ギ
リ
ス
の
ヨ
ー

ク
大
学
へ
１
カ
月
間
、
語

学
留
学
し
た
。
澤
さ
ん
に

と
っ
て
、
海
外
へ
行
く
の

も
初
め
て
経
験
。
発
音
の

違
い
か
ら
言
葉
が
通
じ
な

か
っ
た
り
、
相
手
の
話
す

ス
ピ
ー
ド
が
速
す
ぎ
て
理

解
で
き
な
か
っ
た
り
と
、

最
初
は
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
と
い
う
。

普
段
は
内
気
な
性
格
だ
が
、「
自
分

か
ら
話
さ
な
い
と
何
も
解
決
で
き
な
い
」

と
一
念
発
起
。
徐
々
に
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。「
留
学
し
た
お
か
げ
で
、
度
胸

が
つ
い
た
。
は
じ
め
は
仲
間
の
力
を
借

り
な
が
ら
、
最
後
は
自

分
の
足
で
一
歩
を
踏
み

出
し
て
良
か
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ

ン
ス
に
も
恵
ま
れ
て
い

る
。
同
コ
ー
ス
で
は
、
海
外
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
国
際
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
情
報
提
供
が
豊
富
だ
。
澤

さ
ん
も
今
夏
、「
東
芝
サ
マ
ー
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
２
０
１
４
」
に
参
加
。
同

社
の
「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
」（
川
崎
市
）
で
、
海
外
営
業
を
担

当
し
た
。「
コ
ー
ス
を
き
っ
か
け
に
培
わ

れ
た
経
験
と
英
語
力
。
そ
し

て
多
く
の
先
生
方
の
ご
指
導

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
つ
か
め

た
チ
ャ
ン
ス
。
こ
れ
か
ら
も

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
自

分
自
身
の
可
能
性
に
挑
戦
し

続
け
た
い
」
と
意
気
込
む
。

将
来
の
夢
は
、
ま
だ
模
索

中
だ
。
だ
が
、
一
つ
決
め
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。「
日
本

を
拠
点
に
働
く
」
と
い
う
こ

と
だ
。

「『
グ
ロ
ー
バ
ル
＝
海
外
に
行
く
こ
と
』

だ
と
は
思
わ
な
い
。
日
本
に
い
な
が
ら
、

世
界
中
の
人
を
幸
せ
に
で
き
る
人
に
な

り
た
い
」。

そ
の
確
か
な
〝
答
え
〟
を
見
つ
け
る

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
て
い
く
考
え
だ
。

学生たちが将来グローバル社会で活躍でき
るように、語学教育や教養教育、専門教育
において、学習を全面的にサポートする
コース。コースの授業科目は、自分の学部
に所属したまま履修できる。コースで求め
られる科目をすべて修めれば、修了証書が
与えられる。
留学先は岡山大学との協定校であるため、
岡山大学に学費を払うだけでよく、留学先
の大学に学費を納める必要はない。

グローバル人材育成
特別コース

▲日本文化理解　能体験

▲東芝サマーインターンシップにて

▲ヨーク大外観

仲
間
と
の
交
流
が一番
の
刺
激

度
胸
が
つ
い
た
イ
ギ
リ
ス
留
学
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握手を交わす▶︎
横山副市長（右）と荒木理事

▲学生による通行人への聞き取り調査

▲西川緑道公園沿いに開所した「西川アゴラ」

▲副市長や市民を交えた
　「西川カフェ」

TOP!CS
Okayama University

TOP!CS
Okayama University

▲芸文館ホールで開催された記念式典

あいさつする山本所長▶︎
記念誌▶︎

大麦ダクワーズ　
記念ビール　

資源植物科学研究所100周年
記念式典開催

理念実践できる人材育成
岡山大学が取り組むESD

交
通
体
系
考
え
る

岡
山
市
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

岡
山
大
学
資
源
植
物
科
学

研
究
所
は
10
月
２
日
、
創
立

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、

倉
敷
市
芸
文
館
で
記
念
式
典

を
開
催
し
た
。 

森
田
潔
学
長
、
本
学
教
職
員
の

ほ
か
、
地
元
の
関
係
者
や
研
究
者

約
２
６
０
人
が
出
席
。
山
本
洋
子

研
究
所
長
は
、「
今
後
も
国
内
外
の

人
々
が
活
発
に
交
流
す
る
研
究
拠

点
と
し
て
機
能
し
、
若
手
研
究
者

を
育
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
創
設
者
大
原
孫
三
郎
氏

の
孫
に
あ
た
る
謙
一
郞
氏
（
大
原

奨
農
会
理
事
長
）
の
講
演
も
あ
っ

た
。 同

日
夕
方
に
は
、倉
敷
ア
イ
ビ
ー

ス
ク
エ
ア
で
記
念
祝
賀
会
を
開
催
。

本
学
が
開
発
し
た
大

麦
「
は
る
な
二
条

H
K
I
」
を
使
用

し
た
ダ
ク
ワ
ー
ズ

（
焼
き
菓
子
）
や

記
念
ビ
ー
ル
が
出

席
者
に
振
る
舞
わ
れ
た
。 

 

研
究
所
は
、
１
９
１
４
年
に
孫

三
郎
氏
が
財
団
法
人
大
原
奨
農
会

農
業
研
究
所
と
し
て
創
設
。
本
学

に
移
管
後
、
日
本
に
お
け
る
植
物

科
学
の
拠
点
研
究
所
と
し
て
活
動

を
続
け
て
い
る
。

まちづくりの拠点に「西川アゴラ」開所

▲ ESDを体験的に学ぶ教育学部の講義

今
秋
、
岡
山
市
で
「
E
S
D
（
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
に

関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
」
が
開

か
れ
、
話
題
に
な
っ
た
。
E
S
D
と

は
、
環
境
、
貧
困
な
ど
、
地
球
規
模

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る

人
材
を
育
成
す
る
取
り
組
み
。
岡

山
大
学
で
は
、
E
S
D
関
連
科
目
を

開
講
す
る
な
ど
、
理
念
を
実
践
で
き

る
学
生
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

教
育
学
部
の
講
義
「
E
S
D
の

理
論
と
実
践
」
で
は
、
体
験
的
に

E
S
D
を
理
解
す
る
学
習
を
行
っ

て
い
る
。
本
年
度
は
同
学
部
の
２
、

３
年
生
６
人
が
履
修
。
地
産
地
消

を
促
進
す
る
た
め
、
地
元
素
材
を

使
っ
た
ば
ら
ず
し
の
レ
シ
ピ
集
を

作
成
し
た
り
、
来
年
１
月
に
開
か

れ
る
E
S
D
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。 

履
修
す
る
２
年
山
崎
栄
雄
さ
ん

は
「
E
S
D
の
理
論
を
実
践
的
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
理
解
が

深
ま
っ
た
」
と
話
す
。 

環
境
理
工
学
部
で
は
、
２
０
０
９

年
度
か
ら
「
E
S
D
学
外
実
習
」
を

開
講
。
岡
山
市
E
S
D
世
界
会
議

推
進
局
の
原
明
子
副
主
査
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
。 

本
年
度
は
同
学
部
な
ど
２
〜

４
年
生
６
人
が
履
修
し
た
。
地
域

課
題
を
調
査
し
て
、
解
決
す
る
た

め
の
企
画
を
考
案
。
７
月
に
岡
山

市
の
イ
ベ
ン
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
製
に
す

る
こ
と
で
、
紙
の
無
駄
を
な
く
す

「
エ
コ
薬
袋
」
や
、
大
学
生
の
い
ら

な
く
な
っ
た
本
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
「
岡
大
古
本
市
」
な
ど
、
斬
新

な
ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ
た
。 

原
副
主
査
は
「
地
域
に
飛
び
出

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
か
か
わ

る
こ
と
で
、
多
様
性
を
身
に
つ
け

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。 

岡
山
大
学
地
域
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
は
10
月
20
日
、
西
川
緑
道
公

園
沿
い
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
２
階
（
伊

達
ビ
ル
、岡
山
市
北
区
田
町
一
丁
目
）

に
「
西
川
ア
ゴ
ラ
」
を
開
設
し
た
。 

こ
の
日
開
か
れ
た
開
所
式
に
は
、

市
民
、
学
生
、
行
政
関
係
者
ら
約

40
人
が
出
席
。
横
山
忠
弘
岡
山
市

副
市
長
と
荒
木
勝
理
事
（
社
会
貢

献
・
国
際
担
当
）
が
看
板
を
取
り

付
け
た
。
同
所
の
勉
強
会
「
西
川

カ
フ
ェ
」
の
体
験
も
あ
り
、
将
来

の
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い

に
つ
い
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。 

「
西
川
ア
ゴ
ラ
」

は
、
住
民
や
学

生
が
気
軽
に
立

ち
寄
る
こ
と
が

で
き
る
学
び
の

場
と
し
て
設
置
。

岡
山
大
学
と
岡
山
市
は
11
月
５

日
、
岡
山
の
交
通
体
系
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
方
都
市
の
創

生
を
目
指
す 

都
市
交
通
シ
ス
テ
ム

を
考
え
る
」
を
本
学
津
島
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
し
た
。 

行
政
、
経
済
団
体
、
N
P
O
の
関

係
者
ら
約
１
５
０
人
が
参
加
。
国

土
交
通
省
の
徳
山
日
出
男
技
監
（
岡

山
市
出
身
）、
同
市
の
大
森
雅
夫
市

長
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
徳
山

技
監
は
、
L
R
T
（
次
世
代
型
路

面
電
車
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
し
た

富
山
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
策

な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
ま
ち

づ
く
り
は
、
地
方
の
創
意
工
夫
に

か
か
っ
て
い
る
。
岡
山
に
も
ぜ
ひ

〝
成
功
例
〟
と
な
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
た
。
大
森
市
長
は
本

年
度
、
本
学
と
共
同
研
究
を
す
る

超
小
型
電
気
自
動
車
（
E
V
）
の

実
証
実
験
に
つ
い
て
も
触
れ
、「
雨

天
時
や
荷
物
が
多
い
時
な
ど
、
徒

歩
、
自
転
車
で
は
負
担
が
大
き
い

場
面
で
力
を
発
揮
す
る
と
考
え
て

い
る
。
ニ
ッ
チ
な
部
分
を
超
小
型

▲超小型 EVの試乗会

プレゼンテーションを行った「ESD 学外自習」▲

E
V
が
補
う
こ
と
で
、
全
体
の
交

通
体
系
が
整
備
さ
れ
る
」
と
語
っ

た
。
筑
波
大
学
大
学
院
の
石
田
東

生
教
授
を
進
行
役
に
、
東
京
大
学

大
学
院
の
鎌
田
実
教
授
、
熊
本
大

学
大
学
院
溝
上
章
志
教
授
ら
７
人

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
あ
っ
た
。 

工
学
部
棟
前
で
は
、
超
小
型
E
V

の
試
乗
会
を
実
施
。
学
生
、
市
民

ら
が
乗
り
心
地
を
体
感
し
た
。

今
後
、
西
川
緑
道
公
園
界
隈
を
中

心
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る

N
P
O
や
地
域
住
民
、
行
政
、
大

学
関
係
者
ら
が
集
い
、
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
創
出
や
課
題
解
決
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
り
、
勉
強
会
を
開

催
し
た
り
す
る
。 

ま
た
、
他
大
学
や
行
政
な
ど
の
視

察
の
受
け
入
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
ち
ら

し
配
布
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行

な
ど
を
通
し
て
ま
ち
の
魅
力
を
発

信
。
実
践
型
社
会
連
携
教
育
の
場

と
し
て
、
ま
ち
な
か
の
交
通
量
調

査
や
通
行
人
へ
の
聞
き
取
り
調
査

の
拠
点
と
し
て
利
用
す
る
。
将
来

的
に
は
、
観
光
、
公
共
交
通
、
子

育
て
、
環
境
保
全
、
健
康
、
経
済

活
性
化
と
い
っ
た
幅
広
い
観
点
か

ら
ま
ち
づ
く
り
施
策
を
提
言
し
て

い
く
市
民
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
。

Education for Sustainable Development
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１
日　

�

大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の

公
文
裕
巳
教
授
が
、地
域
社
会
の

発
展
に
貢
献
し
た
個
人
を
顕
彰
す

る「
三
木
記
念
賞
」を
受
賞

　

�５
日　

�

文
部
科
学
省「
橋
渡
し
研
究
加
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
橋

渡
し
研
究
支
援
拠
点
に
採
択

　

�９
日　

�

岡
山
県
高
等
学
校
長
協
会
と
の
懇

談
会
を
開
催

　

�13
日　

�

全
学
同
窓
会「Alum

ni

」の
愛
媛
県

支
部
を
設
立
。７
月
に
設
立
さ
れ
た

東
京
支
部
に
続
い
て
、二
カ
所
目
の

支
部

　

�19
日　

�「
岡
山
大
学・
フ
エ
大
学
院
特
別

コ
ー
ス
」第
８
期
生
８
人
の
入
学

式
を
ベ
ト
ナ
ム・フ
エ
大
学
で
実
施

　

�19
日　

�

文
部
科
学
省「
平
成
26
年
度
次
世

代
が
ん
研
究
シ
ー
ズ
戦
略
的
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
新
規
実
施
機
関
に

採
択

　

�24
日　

�

岡
山
大
学
病
院
で
、母
親
の
肺
の

一
部
を
分
割
し
て
男
児（
２
歳
９

カ
月
）に
移
植
す
る
世
界
初
の
手

術
に
成
功

■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
吉
井
大
志
准
教
授

は
、
ド
イ
ツ
の
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
と
の
国
際
共
同
研

究
で
、
キ
イ
ロ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
の
概
日
時
計

の
出
力
物
質
を
新
た
に
発
見
し
た
。「Journal of 

Neuroscience

」
に
掲
載
。�

（
９
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
河
田
哲
宏
大
学

院
生
、
松
尾
俊
彦
准
教
授
、
大
学
院
自
然
科
学
研
究

科
の
内
田
哲
也
准
教
授
の
医
工
連
携
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
生
体
組
織
の
ガ
ラ
ス
転
移
温
度
を
測
定
す
る
こ

と
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
。「Springer Plus

」

に
掲
載
。�

（
９
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
森
田
学
教
授
と

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
岩
﨑
良
章
准
教
授
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
早
食
い
の
習
慣
を
持
つ
大
学
生
が
肥
満

に
な
り
や
す
い
こ
と
を
縦
断
研
究
に
お
い
て
、
世
界

で
初
め
て
突
き
止
め
た
。「Obesity

」
に
掲
載
。

（
９
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
大
島
正
充
助
教

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
天
然
歯
と
同
等
の
歯
周
組

織
を
有
す
る
バ
イ
オ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

を
開
発
し
、
歯
科
矯
正
学
的
な
移
動
や
神
経
伝
達
と

い
っ
た
歯
の
生
理
機
能
を
再
現
し
う
る
「
次
世
代
型

の
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
」
の
実
現
可
能
性
を
実

証
し
た
。「Scientific Reports

」
に
掲
載
。

（
９
月
・
定
例
発
表
） 

　

�■
地
球
物
質
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
米
田
明
准
教
授
、

国
立
科
学
博
物
館
、
中
国
地
質
大
学
武
漢
校
ら
の
共

同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
沈
み
込
み
帯
ス
ラ
ブ
の
岩
石

で
あ
る
エ
ク
ロ
ジ
ャ
イ
ト
の
熱
伝
導
率
を
“
大
迫
セ

ル
”
を
用
い
て
決
定
。
ス
ラ
ブ
の
中
心
部
付
近
の
温

度
が
従
来
の
モ
デ
ル
よ
り
も
50
℃
ほ
ど
低
く
な
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。「Journal of Geophysical 

Research

」
に
掲
載
。�

（
９
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
妹
尾
昌
治
教
授
、
岡

山
理
科
大
学
と
塩
水
港
精
糖
株
式
会
社
の
共
同
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
糖
を
付
加
し
た
水
に
溶
け
や
す
い
が

ん
治
療
薬
パ
ク
リ
タ
キ
セ
ル
を
、
脂
質
二
重
膜
リ
ポ

ソ
ー
ム
へ
効
率
良
く
封
入
す
る
技
術
を
世
界
で
初
め

て
開
発
。「PLOS ONE

」に
掲
載
。（
10
月・臨
時
発
表
）

１
〜
16�

日　

附
属
図
書
館
は
岡
山
シ
テ
ィ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
共
同
で「
池
田
家

文
庫
絵
図
展 

岡
山
藩
と
明
治
維

新
」を
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催

�

１
〜
３�

日　
大
学
祭
を
津
島
地
区（
２
日
ま

で
）と
鹿
田
地
区
で
開
催

�
３
〜
８�
日　

医
学
部
６
年
の
西
村
義
人

さ
ん
が
第
44
回
世
界
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
66
㎏
級
で

準
優
勝

　

�５
日　

�

本
学
と
岡
山
市
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
方
都
市
の
創
生
を
目
指
す 

都

市
交
通
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
」を
開

催

　

�５
日　

�

山
中
文
部
科
学
事
務
次
官
が
本
学

を
視
察

３
日　

�

岡
山
市
の
大
森
雅
夫
市
長
が
経
済

学
部
特
殊
講
義「
現
代
地
方
自
治
経

営
論
」で
講
義

　

�６
日　

�

教
育
学
部
附
属
小
学
校
の
新
体
育

館
が
完
成
し
、竣
工
式
を
開
催

　

�６
日　

�

大
学
院
予
備
教
育
特
別
コ
ー
ス
、短

期
留
学
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
１
期

開
講
式
を
開
催

　

�８
日　

�

平
成
26
年
度
岡
山
大
学・大
学
院
秋

季
入
学
式
を
挙
行

　

�８
日　

�

本
学
と
岡
山
市
は「
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
地
域
連
携
協
定
」を
締
結

　

�15
日　

�

地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、留
学

生
と
学
生
の
力
を
岡
山
の
ま
ち
づ
く

り
や
観
光
振
興
に
活
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、留
学
生
と
日
本
人
学

生
11
人
を「
お
か
や
ま 

学
生
ま
ち
づ

く
り
仕
掛
け
人
」に
任
命

　

�17
日　

�

カ
フ
ェ
テ
ラ
ス「Junko Fukutake 

Terrace

」（
通
称
：
J
テ
ラ
ス
）が
津

島
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
西
側
に
完
成
し
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

　

�18
日　

�

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
２
０
１
４
を

開
催

　

�18
日　

�

グ
ロ
ー
バ
ル・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
第

１
回
中
国
東
北
三
省
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
中
国・
長
春

で
開
催

　

�25
日　

�

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

�25
日　

�

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
が
大
学
教
職

員
等
を
対
象
に
し
た
研
修
会「
桃
太

郎
フ
ォ
ー
ラ
ムXVII

」を
開
催

　

�26
日　

�

文
部
科
学
省
の「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
大
学
創
成
支
援
」事
業
の
支
援
対

象
に
選
定

　

�30
日　

�

平
成
26
年
度
秋
季
岡
山
大
学
学
位

記
授
与
式
を
挙
行

１
日　

�

次
世
代
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
を
設

置

　

�１
日　

�

高
等
教
育
開
発
推
進
機
構
を
設
置

　

�２
日　

�

資
源
植
物
科
学
研
究
所
が
創
立

１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
開
催　

　

�

　

�■
資
源
植
物
科
学
研
究
所
の
力
石
和
英
助
教
、
前
川

雅
彦
教
授
は
、
種
子
の
成
熟
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

遺
伝
子
を
コ
ム
ギ
で
特
定
。
種
子
の
品
質
低
下
を
も

た
ら
す
穂
発
芽
を
防
止
す
る
種
子
休
眠
性
と
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
た
。「PLOS ONE

」
に
掲
載
。

（
10
月
・
臨
時
発
表
） 

　

�■
資
源
植
物
科
学
研
究
所
の
馬
建
鋒
教
授
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
イ
ネ
の
輸
送
体
タ
ン
パ
ク
質

OsABCC1

が
、
コ
メ
穀
粒
へ
の
ヒ
素
の
蓄
積
を
抑
制

す
る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
突
き
止
め
た
。
米
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要
に
掲
載
。�

（
10
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
表
弘
志
准
教
授
、
九
州

大
学
、
味
の
素
株
式
会
社
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

VNUT

遺
伝
子
破
壊
マ
ウ
ス
で
は
、ATP

の
分
泌
が

無
く
な
る
と
同
時
に
血
糖
値
が
低
下
し
、
イ
ン
ス
リ

ン
に
対
す
る
感
受
性
が
増
加
す
る
こ
と
を
発
見
。ATP

が
血
糖
値
の
調
節
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。「Scientific Reports

」
に
掲
載
。

（
10
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
鵜
殿
平
一
郎
教

授
、
一
柳
朋
子
助
教
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、HSP90

α
が
哺
乳
類
の
生
殖
細
胞
に
お
け
る
レ
ト
ロ
ト
ラ
ン

ス
ポ
ゾ
ン
の
再
活
性
化
抑
制
機
構
に
関
与
し
、
ゲ
ノ

ム
の
恒
常
性
維
持
に
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
遺
伝
的

に
初
め
て
証
明
し
た
。「Nucleic Acid Research

」

に
掲
載
。�

（
10
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
岡
山
大
学
病
院
の
喜
多
村
真
治
講
師
、
槇
野
博
史

病
院
長
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
成
体
腎
臓
か
ら
取

り
出
し
た
幹
細
胞
を
用
い
て
、
試
験
管
内
で
の
腎
臓

構
造
の
最
小
構
成
単
位
で
あ
る
ネ
フ
ロ
ン
の
再
現
に

世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
。「STEM

 CELLS

」に
掲
載
。

（
11
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
沈
建
仁
教
授
、
菅

倫
寛
助
教
、
秋
田
総
理
助
教
、
理
化
学
研
究
所
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
X
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設

SACLA

を
用
い
て
、
光
合
成
に
よ
る
水
分
解
反
応
を

触
媒
す
る
光
化
学
系
Ⅱ
複
合
体
の
構
造
を1.95A ○

分

解
能
で
正
確
に
突
き
止
め
た
。「Nature

」
に
掲
載
。

（
11
月
・
臨
時
発
表
）

　

�

　

�７
〜
28�

日　

研
究
推
進
産
学
官
連
携
機
構

と
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は

東
京
都
中
央
区
の
文
化・生
涯
学
習

「
中
央
区
民
カ
レ
ッ
ジ・
ま
な
び
の

コ
ー
ス
」で
連
携
講
座「
科
学
技
術

の
最
前
線
」を
開
講

　

�13
日　

�

本
学
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
キ
ン

グ・
フ
ァ
イ
サ
ル
大
学
は
、「
先
端
科

学
と
し
て
の
農
学
と
環
境
学
︱
ア

ラ
ブ
産
油
国
と
協
働
し
て
考
え
る

食
と
環
境
︱
」と
題
し
た
初
の
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
を
開
催

　

�14
日　

�

中
国・
東
北
師
範
大
学
赴
日
本
国

留
学
生
予
備
学
校
で
、長
春
事
務

所
の
国
立
六
大
学
共
用
開
始
セ
レ

モ
ニ
ー
を
開
催

　

�14
日　

�

知
恵
の
見
本
市
２
０
１
４
を
開
催

　

�21
日　

�

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

�22
・
23�

日　

岡
山
大
学
農
学
部
収
穫
祭
・

農
学
部
フ
ェ
ア
を
開
催

　

�24
日　

�「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成

支
援
」採
択
事
業
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

�20
日　

�

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト「
エ
ラ
ス
ム
ス

デ
イ
」を
開
催

　

�20
日　

�

地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
西
川

緑
道
公
園
沿
い
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
２

階
に「
西
川
ア
ゴ
ラ
」を
開
設

　

�26
日　

�

教
育
学
部
附
属
幼
稚
園
が
創
立

１
３
０
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　

�28
日　

�

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

�29
日　

�

岡
山
大
学
学
会
賞
等
受
賞
者
表
彰

授
与
式
を
行
い
、学
生
33
人
を
表
彰

　

�30
日　

�

工
学
部
創
造
工
学
セ
ン
タ
ー
工
作

セ
ン
タ
ー
部
門
が「
第
10
回
切
削
加

工
ド
リ
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト
」（DM

G

森
精
機（
株
）主
催
）ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

部
門
で
銀
賞
を
受
賞

３
日　

�

ウ
ー
マ
ン・
テ
ニ
ュ
ア・
ト
ラ
ッ
ク
教

員
研
究
発
表
会
を
開
催

　

�13
日　

�「
橋
渡
し
研
究
加
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
」キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
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よ
り

良
い

広
報

誌
を

作
成

す
る

た
め

に
、み

な
さ

ま
か

ら
の

ご
意

見・ご
要

望
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

取
り

上
げ

て
ほ

し
い

話
題

、質
問

し
た

い
こ

と
な

ど
、何

で
も

結
構

で
す

の
で

、右
記

連
絡

先
ま

で
お

寄
せ

く
だ

さ
い

。
岡

山
大

学
広

報
誌

岡
山
大
学
は
10

月
18
日
、
卒
業

生
、
地
域
住
民
ら

を
招
き
、
大
学
に

親
し
ん
で
も
ら
う

イ
ベ
ン
ト
「
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

２
０
１
４
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
過
去

最
高
の
約
１
４
０
０

人
が
来
場
し
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。 

メ
ー
ン
会
場
の
創
立
五
十
周
年

記
念
館
付
近
で
は
、
応
援
団
総
部

が
力
強
い
演
舞
と
学
歌
で
来
場
者

を
歓
迎
。
在
学
生
、
O
B
ら
に
よ

る
模
擬
店
で
は
、
新
鮮
な
農
産
物

や
、
焼
き
菓
子
、
地
酒
な
ど
の
販

売
が
あ
り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

学
生
企
画
と
し
て
、
情
報
展
示

室
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）
を
活

用
し
た
カ
フ
ェ
「
思
い
出
茶
屋
」

が
オ
ー
プ
ン
。
在
学
生
、
同
窓
生

ら
が
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
み
な
が

ら
、
楽
し
く
語
ら
い
ま
し
た
。
同

記
念
館
で
は
、
教
育
講
座
の
学

生
・
同
窓
生
の
作
品
が
並
ぶ
美
術

展
、
音
楽
サ
ー
ク
ル
が
出
演
す
る

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
も
あ
り
、盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

も
く
も
く
と
し
た
雲
の
よ
う

な
形
の
屋
根
、
開
放
的
な
ガ
ラ
ス

張
り
の
空
間
…
。
岡
山
大
学
津
島

キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

「Junko Fukutake Terrace

」

（
通
称
：
J
テ
ラ
ス
）
が
誕
生
し

ま
し
た
。
学
生
や
教
員
、
地
域

住
民
ら
の
新
た
な
憩
い
の
場
と

し
て
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。 

福
武
教
育
文
化
振
興
財
団
副

理
事
長
の
福
武
純
子
氏
の
寄
付

で
建
設
。
設
計
は
、
建
築
家
妹

島
和
世
さ
ん
、
西
沢
立
衛
さ
ん

に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト
「
S
A
N
A
A

（
サ
ナ
ア
）」
が
担
当
し
ま
し
た
。 

10
月
18
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

併
設
の
カ
フ
ェ
は
、「
C
A
F
E 

卒業生らと交流深める
ホームカミングデイ開催

「Jテラス」誕生

Z
」（
岡
山
市
南
区
）
を
展
開
す

る
株
式
会
社
酒
井
プ
ラ
ニ
ン
グ

（
同
）
が
運
営
。
フ
ラ
ン
ス
料
理

風
の
総
菜
を
〝
三
段
重
〟
に
詰

め
込
ん
だ
ラ
ン
チ
や
、
ガ
ト
ー

シ
ョ
コ
ラ
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と

い
っ
た
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、
素
材

に
こ
だ
わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
充

実
し
て
い
ま
す
。 

本
学
の
卒
業
生
で
も
あ
る
同

社
代
表
取
締
役
の
酒
井
政
德
さ

ん
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
や

繋
が
り
が
生
ま
れ
る
空
間
に
し

た
い
。
卒
業
生
の
一
人
と
し
て
、

大
学
に
貢
献
で
き
れ
ば
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

新
たな
憩いの場

J u n k o  F u k u t a k e  T e r r a c e


